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それは伝統的た型にほぽ類似している。このことから，銀行ではあまり積
極的な改良というものがなされていたい，ということがいえよう。それゆ
えに上記のように，銀行は当調査に多大な関心を示しているのであろう。
このことは「私はあなた方の質問に応ずることに快良く思う。けだし，そ
こに財務諸表の分析を改良する何かが存在しているように思え，そのこと
が私をすっかり満足させてくれるからです。』とのコメントにも現わされ
ていよう。
　以上，第4の実証的研究の結果からみれぼ，ケンプナー氏も指摘するよ
うに，公共会計士が作成する資金運用表型と銀行が望んでいるその型とが
ほぽ合致したものである。たしかに両者の型が合致することは実用観点か
らみれぱ重要なことがらである。しかし銀行にとっては，たとえ信用調査
上だけといえども，強固なる信念にもとづく資金運用表の理想型なるもの
の顕在こそ間題に挙げたいのではないだろうか・
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